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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、染色体転座の切断点接合部における保存された標的配列を特異的に認識するDNA結合タンパク質をコードしています。トランスリンポリペプチドは、DNA結合活性を担う多量体構造を形成します。組換え関連モチーフとトランスリン結合部位は組換えホットスポットに存在し、転座によって融合した遺伝子の切断点の指標として機能する可能性があります。これらの結合活性は、リンパ系腫瘍における染色体転座において重要な役割を果たしている可能性があります。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、トランスリン関連タンパク質Xと複合することで、Mgイオン依存性エンドリボヌクレアーゼを形成し、RNA誘導サイレンシング複合体（RISC）の活性化を促進します。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2012年5月],機能：染色体転座における切断点接合部のコンセンサス配列を特異的に認識するDNA結合タンパク質。主に免疫グロブリン（Ig）/T細胞受容体遺伝子断片が関与する。組み換えホットスポットで生じる不連続切断によって生じる一本鎖DNA末端を認識すると考えられる。,類似性：トランスリンファミリーに属する。,サブユニット：多量体リング状構造を形成する。TSNAXと相互作用する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	TSN抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TSN抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	トランスリンポリクローナル抗体を1：2000に希釈し、様々な細胞をウェスタンブロット分析した。二次抗体は1：20000に希釈した。

